
＊「かれ（△枠）にとつて最大の問題は、自分の行動（Ｄ２＆Ｆ）に論理の筋を通すといふこと」〔即ち、神との關係
（信頼：Ｄ１の至大化）と言ふ眞實を、行動（D2＆Ｆ）の上で見せる（Ｅの至大化）と言ふ事〕。とはつまり以下・・・
《關係論》 ①神（絶對概念：物：Ｃ）⇒からの關係：①に「②信頼してゐる」〔即ち神の「救ひ・罰」をも神意（Ｄ１）とし
て信じてゐる（Ｄ１の至大化）事〕⇒③行動（②的概念：Ｆ）⇒③に論理の筋を通す（Ｅの至大化）〔とは、神（Ｃ絶對）
との黙契（Ｄ１の至大化）は、行動の結果「救罰即ち相對」を不問かつ享受。：③との距離獲得（Ｅの至大化）〕⇒少
數派（△枠） ：①への適應正常。

Ｃ：①神（絶對概念）・全體・
上空の一點（Ｃ）

Ｄ１（關係：神
意）・・・
「救・罰」は
①の神意（Ｄ
１）と享受

Ｄ２（自己劇化）
からの關係：①
に「②信頼して
ゐる」〔即ち神の
「救ひ＆罰」をも
神意（Ｄ１）とし
て信じてゐる（Ｄ
１の至大化）事〕。

②「からの關係」：
①に「②黙契：信
頼してゐる」〔即ち
神の「救・罰」をも
②神意（Ｄ１）とし
て信じてゐる（Ｄ１
の至大化）事〕。

③行動（②
的概念：Ｆ）

①神（絶對概念：物：
Ｃ）・上空の一點（Ｃ）

②を、③を通して「④形あ
るものに見せる（Ｅの至大
化）」・・・
③に「④筋が通つてゐる
（Ｅの至大化）」。つまり、
神（Ｃ絶對）との②黙契（信
頼：Ｄ１の至大化）を行動
（Ｆ）へ「救罰＝相對」を享
受・不問（Ｅの至大化）と、
形あるものにして見せる
（③との距離獲得）事。

少數派（△
枠）：①への適
應正常。

隣人〔（△枠）
＆（部分・相對
（Ａ‘⇒Ａ）

個人（△枠）

遠く廣く、他の多く
の人間（「Ｂ⇒Ｃ」
共有者：△）とつな
がる。

行動（Ｄ２）：Ｄ１を反映・自
己劇化「論理の筋を通す」。

（Ｂ精神）個人的自我

「上空の一點（Ｃ）とのつながりを得（Ｂ精神⇒Ｃ絶對的概念）
さへすれば、各個人（△枠）は、それぞれの隣人〔青△＆（部
分・相對（Ａ‘⇒Ａ）〕を飛び越えて、遠く廣く、他の多くの人間
（「B⇒C」共有者・共同體：緑△）とつながる。もちろん、その一
點（Ｃ）が萬人共有のもので、ひとりひとりがその點に結びつ
けられてゐる（Ｂ⇒Ｃ）といふ前提のもとにおいてであります」
（『日本および日本人』全三Ｐ２０１）。


